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2,148万円

収益

8億

会費収益　1,825万円（2.2％）

寄付金収益　773万円（0.9％）
その他の収益　1,562万円

（2.0％）
経常経費
補助金収益
5,453万円
（6.6％）

受託金収益

1億6,355万円

（19.9％）

介護保険事業収益

5億1,393万円（62.6％）

事業収益
3,107万円
（3.8％）

障害福祉サービス等事業収益
1,680万円（2.0％）

人件費

5億7,868万円（70.4％）

2,148万円

費用

8億

その他の費用
7,355万円

（9.0％）

事務費　4,266万円（5.2％）

事業費

1億2,659万円

（15.4％）

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
基
本
計
画
で
あ
る

第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
組
織
力
強
化
を
目
的

と
し
た
第
２
次
発
展
強
化
プ
ラ
ン
の
二
つ
の
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
27
年
度
の
重
点
目
標
（「
住
民
と
の

協
働
を
更
に
具
体
的
に
推
進
し
ま
す
」「
各
町
単
位
で

地
域
福
祉
を
推
進
し
ま
す
」）
と
、
そ
れ
を
達
成
す

る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
定
め
、
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
に
具
体
的
な

方
法
ご
と
に
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

「
相
談
支
援
の
強
化
」
で
は
、
一
人
暮
ら
し
や
認

知
症
の
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
地
域
で

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
地
域
住
民
と
共
に
支
援

を
行
っ
た
り
、
職
員
が
様
々
な
相
談
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
研
修
を
積
む
な
ど
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
住

民
と
協
働
し
、
相
談
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
場
を

つ
く
る
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

市
民
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
活
動

支
援
の
強
化
」
で
は
、
平
成
28
年
１
月
に
市
民
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
市
民
活
動
団

体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
及
び
本
会
に

よ
る
運
営
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
官
民
協
働
で
市
民

活
動
の
活
性
化
を
目
指
す
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、

災
害
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
訓
練
の
実
施
、
平
成
26
年
度
社
会
福
祉
大
会
の

成
果
か
ら
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体

平
成
27
年
度

平
成
27
年
度

社
会
福
祉
法
人

　

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

早
河 

正
弘

事
業
報
告

決
算
概
要

収益 費用

※その他の費用の中には、当期活動増減差額3,832万円を含みます。

な
ど
に
よ
る
連
絡
会
の
準
備
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
協
働
を
進
め
ま
し
た
。

「
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
各
町
の
仕
組
み
づ
く
り
」

で
は
、
各
地
域
の
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
を
中
心
に

地
域
で
の
困
り
ご
と
を
話
し
合
い
、
支
え
合
え
る
地

域
と
な
る
た
め
の
活
動
を
開
始
し
、
重
い
障
が
い
の

あ
る
人
が
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、
支

え
合
い
活
動
を
推
進
し
、
全
て
の
住
民
が
困
り
ご
と

に
気
付
き
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
登
校
時
の
見
守
り
、
各
世

代
が
参
加
す
る
地
域
行
事
の
開
催
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
世
代
を
超
え
た
全
て
の
地
域
住
民

が
交
流
を
行
い
、
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め

ま
し
た
。

「
介
護
保
険
事
業
と
地
域
福
祉
の
連
携
」
で
は
、
認

知
症
高
齢
者
に
対
し
地
域
住
民
と
共
に
サ
ロ
ン
な
ど

へ
の
参
加
を
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
が

ち
の
65
歳
以
上
の
障
が
い
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民

生
委
員
と
共
に
か
か
わ
り
本
会
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
作
業
所
）に
通
所
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
介
護
保
険
制
度
を
基
盤
と
し
つ
つ
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
よ
り
よ
い
生
活
を
住
民
と

共
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
通
所
介
護
事
業

所
で
は
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

近
隣
住
民
を
行
事
に
招
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
を

作
り
、
家
族
会
を
通
し
て
家
族
に
地
域
の
見
守
り
な

ど
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
で
は
地
域
の
支
援
活
動
を
取
り
入
れ
た

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
要
介
護
者
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
ご
家
族
、
支
援
者
も
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
地
域
住
民
と
の
協
働
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
平
成
27
年
度
の
重
点
目
標
は
、
い

く
つ
か
の
地
域
で
着
実
に
地
域
づ
く
り
が
進
ん
で
は

い
ま
す
が
、全
地
域
ま
で
は
広
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

全
て
の
地
域
で
、
社
協
の
全
て
の
部
門
と
住
民
と
が

協
働
し
た
地
域
づ
く
り
を
展
開
で
き
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
と
い
え
ま
す
。



あなたのくらしのあんしんのために

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業
にち　　じょう　　せい　　かつ　　 じ　　　りつ　　　し　　　えん　　　じ　　ぎょう この日常生活自立支援事業とはいったい

何なのか ?　日常生活の自立って・・・
では、Kさんの例をみてみましょう。

日常生活自立支援事業ってなあに？

　Ｋさんは退職後、近所の方や友人
と交流をしながら年金生活をしてい
ましたが、数年前から日常生活に変
化がみられるようになりました。Ｋ
さんは徐々に記憶力や体力に不安を
感じるようになり、今まで普通に
行っていた手続きや、生活費のやり
くりをすることに自信をなくしてい
ました。この不安は病気によるもの
でした。
　そんなＫさんの生活の様子をみて
地域の方々から、社会福祉協議会（社
協）に相談が入り、Ｋさんから日常
生活の不安や心配なことを伺いまし
た。そこで必要な支援やサービスを

にちじょうせいかつじりつしえんじぎょう

にちじょうせいかつじりつしえんじぎょう

なん

れい

じりつにちじょうせいかつ

本所地域福祉課 ・ 後見センターふえふき

（笛吹地区地域福祉権利擁護センター）

TEL 055-265-5182

利用料

通帳や印鑑・年金証書な

どの保管

お金のやりとりや預金の

出し入れの支援

支援内容
し　えん ない よう

り　ようりょう

利用の仕方
り　よう し　かた

ていきてき

かね

だ い しえん ほかん

つうちょう いんかん ねんきんしょうしょよきん

かいごほけん
ほうもん

ふくし
そうだん

りようてつづ しえん

社協へ気軽に申し込んでください。 あなたの困りごとの相談に

応じ、 必要な支援内容を確認し、 社協と契約を交わします。

社協は、 あなたの秘密を守りながら生活を支えますので安心し

て頼んで下さい。 相談は無料です。

最初の 1 時間 1,000 円、以後 15 分ごと 250 円がかかります。

また書類等のお預かりは月額 300 円、 活動に伴う交通費は

1ｋm あたり 20 円がかかります。

しゃきょう

しゃきょう けいやく

ひみつ まも

さいしょ じかん

す

いさわ

ほんしょち いきふくし　か

ふえふき　ち　く　ち　いきふく し　けん り ようご

こうけん

みさか いちのみや やつしろ さかいがわ かすがい あしがわ

ち い き じ む し ょ

しょるいなど あず えん

えん

かつどう こうつうひともなげつがく

えん えんふんい　ご

ささ あんしん

たの くだ

か

せいかつしゃきょう

きがる もう

しえんないよう

そうだん

むりょうそうだん

おう ひつよう かくにん

こ こま

あなたがお住まいの地域事務所

（石和 ・ 御坂 ・ 一宮 ・ 八代 ・ 境川 ・ 春日居 ・ 芦川）

お
問

合

せ

と
い
あ
わ

日常気にかけてくれる近所の方
にちじょう き きんじょ かた

Ｋさん

専門員 生活支援員

利用できるようにお手伝いする日
常生活自立支援事業をご紹介しま
した。
　この事業では、知的障がい・精
神障がい・認知症等により、日常
生活に不安を抱えている方へのサ
ポートを行います。
　Ｋさんの例では、介護保険サー
ビスの利用手続き支援、税金・水
道光熱費・介護サービス利用料の
支払い代行、生活費の振り分けな
どＫさんの意向を確認しながら支
援させていただいています。
　Ｋさんは、この日常生活自立支

援事業の利用を開始し、適切な介
護サービスを使いながら、以前の
ように地域の方々と交流を楽しみ、
笑顔を取り戻し住み慣れた地域で、
安心して暮らしています。
　Ｋさんは今後、得意な英語を活
かし、「子どもたちにボランティア
で英語を教えてあげたい。」という
意欲もわいてきており、その実現
に向けて検討を始めています。
　社協は、地域の皆様と、保健医
療福祉関係者と共に地域づくりの
視点を持ってあなたのくらしのあん
しんのために活動しています。せんもんいん せいかつしえんいん

定期的な訪問、相談
介護保険などの福祉サー

ビスの利用手続きの支援

たいしょくご

こうりゅう ねんきんせいかつ

すうねんまえ

じょじょ きおくりょく たいりょく

いま

てつづおこな せいかつひ

せいかつ

ちいき かたがた

はいそうだんきょう にちじょう

しゃかいふくしきょうぎかい しゃ

ようす

じしん

ふつう

ふあん

ふあん

ふあんせいかつ うかが

てつだ

しょうかい

にち

じょうせいかつ じ りつ し えん じ ぎょう

えんじぎょう

にちじょうせいかつじりつし

りよう

しんぱい

ひつよう しえん

びょうき

かん

か

にちじょうせいかつ へん

きんじょ かた ゆうじん

じぎょう

にんちしょうなど にちじょう

せいかつ ふあん かか かた

おこな

れい かい　ご　ほ　けん

り　よう　て　つづ しえん ぜいきん すい

どうこうねつひ かいご りようりょう

しはら

えん

だいこう せいかつひ ふ わ

いこう かくにん し

しんしょう

ちてき しょう せい

りよう かいし かいてきせつ

つかご いぜん

ちいき かたがた こうりゅう たの

えがお と もど ちいき

あんしん く

す な

こんご

じつげん

かつどう

してん も

しゃきょう

りょうふくしかんけいしゃ とも ちいき

ちいき ほけん いみなさま

む はじけんとう

とくい えいご

いよく

い

こ

えいご おし
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中 村 長 年

中 村 幸 男
春 田 正 元
向山千恵美

野澤今朝幸
芦 澤　 薫
芦 澤 俊 恵
芦 澤 友 子
芦 澤 義 男
飯 田　　　 修
梶原けさえ
金 澤 正 人
霜村千代晴
霜 村 守 久

角 田　広 幸
宮 川　正 夫

山 﨑　光 世
山 田　　　 榮
横 内 賢 治
吉 岡 尚 男
若 杉 恭 子

地域福祉推進委員の皆さん

境
川
町
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

境
川
町
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

～
未
来
の
福
祉
に
つ
な
が
る
小
さ
な
変
化
と
大
き
な
一
歩
～

つ
な
が
る
小
さ
な
変
化
と
大
き
な
一
歩
～

～
未
来
の
福
祉
に
つ
な
が
る
小
さ
な
変
化
と
大
き
な
一
歩
～

　

座
談
会
の
開
催
に
よ
っ
て
、
見
守
り
活
動

や
遊
休
地
の
活
用
に
つ
な
が
っ
た
地
域
、
地

域
福
祉
推
進
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
る
祭
り
が
開
催
さ

れ
た
地
域
、
サ
ロ
ン
活
動
が
活
発
に
な
っ
た

地
域
、
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立
ち
上

が
っ
た
地
域
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
福
祉
懇
談
会
の
開
催
を
通
し
て
、

地
域
の
課
題
に
目
を
向
け
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
た
境
川
町
の
地

域
福
祉
推
進
委
員
会
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

境
川
町
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
委
員
長
の
宮
澤
さ
ん
に
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

境
川
町
の
寺
尾
地
区
で
20
代
～
80
代
と
幅
広
い
世
代
の
方
が
集
ま
り
、『
地

域
の
良
い
と
こ
ろ
や
困
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
』
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
地
域
づ
く
り

の
実
践
に
繋
が
っ
た
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

笛
吹
市
の
合
併
後
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
主
な
取
り
組
み
は
社
協
の
理
事
・

評
議
員
候
補
者
の
選
任
で
し
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
高
齢
者
の
孤
独
死
な
ど

の
問
題
に
直
面
し
、
住
民
が
積
極
的
に
地
域
づ
く
り
へ
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
福

祉
推
進
委
員
会
を
境
川
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て
、
考
え
る
場
と
な
る
よ
う
に
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
地
域
の
現
状
や
住
民
の
生
の
声
を
聞
く
た
め
に
地
域
福
祉
推
進
委
員

が
中
心
と
な
っ
て
福
祉
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

笛
吹
市
に
、各
町
単
位
ご
と
（
７
地
域
）
に
、

「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
市
内
全
体
で　　

名
の
方
々

が
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
の
活
動
を
社
協
と
一
緒
に
推
進
し
て

い
ま
す
。
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地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
の
見
直
し

　

寺
尾
地
区
の
住
民
や
行
政
の
職
員

な
ど
色
々
な
方
が
集
ま
り
「
地
域
の

良
い
と
こ
ろ
・
困
っ
て
い
る
こ
と
・
問

題
点
」
な
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

気
軽
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

福
祉
懇
談
会　

『
福
祉
懇
談
会
』
を
境

川
の
他
の
地
区
で
も
行
っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
、
地

域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で

解
決
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
わ
が
地
域
」
へ
の
思
い
を
そ
れ

ぞ
れ
の
胸
に
持
ち
、
お
互
い
に

支
え
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
住

み
や
す
い
地
域
を
み
ん
な
で
作
っ

て
い
こ
う
と
す
る
住
民
の
皆
さ
ん

の
活
動
が
、
７
つ
の
地
域
で
、
少

し
ず
つ
実
を
結
び
始
め
て
い
ま

す
。
市
全
体
で
は
、
各
会
の
活

動
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
目
的

と
し
て
、「
地
域
福
祉
推
進
委

員
会
連
絡
会
」
の
開
催
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
推
進

委
員
会
を
中
心
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
、
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
社
協
も
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

12
地
域
づ
く
り
の
実
践

3

◆
こ
れ
か
ら
の
目
標
に

　
つ
い
て
伺
い
ま
し
た

～
未
来
の
福
祉
に
つ

～
未
来
の
福
祉
に
つ

　

境
川
町

て
お
話
を

境
川
町

域
の
良
い

の
実
践
に

地
域
福
祉
推
進
委
員

福
祉
懇
談
会

先
が
け
と
し
て
、
寺
尾
地
区
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

委員長

宮澤黎夫さん

社
協
か
ら

今
ま
で
の

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の

活
動
か
ら

　

寺
尾
地
区
の
活
動
は
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
に
て
共
有
し
ま
し
た
。

　
ま
た
福
祉
懇
談
会
の
様
子
を
境

川
町
の
全
戸
配
布
さ
れ
る
社
協
の

お
便
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

は
地
域
福
祉

ま
ち

諏訪南宮神社の美化活動寺尾分校さくら祭り

を
境

も
行
っ

し
、
地

た
ち
で

に
し
た

。

動
に

と員し
て

委さ
ん

く
り

よ
う

緒
に

目
標
に

し
た

境川地域事務所

鶴田宮澤さん

石和町八代町春日居町 御坂町一宮町境川町芦川町

　

各
町
単
位
ご
と
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

各
種
団
体
の
代
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

団
体
の
代
表
、
区
長
会
及
び
地
域
住
民
の
代
表
、

各
町
の
行
政
の
代
表
等
に
、
委
員
に
な
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

任
期
は
、
２
年
間
で
本
会
会
長
よ
り
委
嘱
を
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
２８
年
、
２９
年
度
の
地
域
福
祉
推
進
委
員

は
、
下
段
の
名
簿
の
と
お
り
で
す
。

ど
ん
な
人
た
ち
が
地
域
福
祉
推
進
委
員
に
な
る
の

で
す
か
？

　

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
各
町
（
７
地
域
）

ご
と
に
、
年
に
数
回
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
社
協
理
事
・
評
議
員
の
選
出
に
関
す
る

事
項
の
取
り
決
め
や
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
関
係

す
る
事
項
の
共
有
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
み
良
い
地
域
に
す
る
た
め
に
、
地
域
の
よ
い
と

こ
ろ
、
困
っ
て
い
る
こ
と
等
を
、
知
恵
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を

共
有
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
何
を
す
る
の
で
す
か
？

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
と
は
？

　

笛評
議

の
問

祉
推

し
た

が
中 ～～

　

笛
吹

「
地
域

い
ま

が
、

づ
く

い
ま今地活

住民の声を地域づくりにつなげる住民の声を地域づくりにつなげる住民の声を地域づくりにつなげる

笛吹社協の
　地域福祉推進委員会をご紹介

笛吹社協の
　地域福祉推進委員会をご紹介

笛吹社協の
　地域福祉推進委員会をご紹介

『
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ま

れ
て
代
わ
り
に
買
い
物
に
行
っ
て

い
る
若
い
お
母
さ
ん
が
い
る
』
な

ど
良
い
と
こ
ろ
も
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
集
ま
っ
た
意
見
〉

●
自
然
が
豊
か
。

●
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
寺
尾
分
校
を

　　

子
ど
も
の
遊
び
場
や
人
が
集
う
場
と
し

　　
て
有
効
利
用
し
て
い
き
た
い
。
し
か
し
、

　　
そ
の
た
め
の
維
持
が
で
き
る
か
が
心
配

　　
で
あ
る
。

●
地
区
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

〈
決
定
内
容
〉

●
３
地
区
合
同
諏
訪
南
宮
神
社
の
美
化

　　

活
動
。（
実
施
中
）

●
寺
尾
分
校
で
行
う
さ
く
ら
祭
り
を
３
地

　　

区
合
同
で
実
施
。（
計
画
中
）

●
ご
近
所
同
士
の
見
守
り※

必
ず
手
渡

　　

し
で
回
覧
板
を
渡
す
。（
一
部
実
施
中
）

●
夏
だ
け
で
な
く
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施

　　

す
る
。（
計
画
中
）
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ボランティア功労賞・奨励賞 受彰者のご紹介
第８回笛吹市社会福祉大会 

長坂 里惠子 様
２０年に渡り地域のサロン活動
に貢献しています。

　　　　 坂里惠子様は「何か自分に出来ることがあれば」と、

　　　　 25年前に配食サービスの皿洗い等のボランティア

活動を始められました。平成８年には御所サロンの立ち上

げから関わり、 現在まで約 20 年に渡り地域の高齢者の

屋外散策や頭の体操、高齢者と子どもの交流など、様々

な介護予防活動を推進されてこられました。約 230 回に

も及ぶ活動の中では、 さりげない目配り ・気配りや明る

い笑顔で地域のご高齢者を見守ってくださっています。

窪田 芳子 様
長年に渡り様々なボランティア
活動を行われています。

　　　　 田芳子様は、 義理のお母様がデイサービスを利用　

　　　　　されていた際、 大変お世話になったので、 お返しが

出来ればという思いから、デイサービスフロアーボランティ

アを始められました。それをきっかけに、 デイサービスのお

やつ作りなど、 他のボランティア活動にも参加されていま

す。また、 春日居見守りたいにも所属され、 外出時にはた

すきをかけ見守り活動を行なうなど、 積極的にボランティ

ア活動をされています。

長年ボランティアの第一線で活
躍されています。

　　　　　和町四日市場区在住の植村詔子様は、 民生委員、

　　　　　市老人クラブ副会長 ・若手委員長として活動する

ほか、いきいきサポーターや女衆ボランティアとして、市内

各地でボランティア活動をされています。また地元四日市

場区では、自主的にサロンを週１回開催し、代表者として企

画 ・運営に携わるなど、長年にわたり、ボランティアのリー

ダーとして活躍されています。「植村さんがこんなに頑張っ

ているのだから私も頑張ろう」 と住民や他のボランティア

をやる気にさせてくださる存在です。

笑顔おとどけ隊 様
体操普及や様々なボランティア
活動を行っています。

　　　　　宮町の笑顔おとどけ隊様は、 シルバー体操指導員　
　　　　　養成講座の修了者により、 自主活動グループとして
平成２２年 12 月に立ち上げられました。シルバー体操指導
員として、 「一宮地域を中心に体操を普及していこう」、
「おおいに笑って身も心も軽やかに健康寿命を延ばして
行こう」 という目的のもと活動されています。福祉施設や
笛吹市総合介護予防事業やってみるじゃんでの活動を年
間２０回程行なっている他、高齢者や障がい者などの各福
祉施設への慰問や各種イベントへの参加、 協力など、 地
域での事業にも積極的に参加されており、 幅広いボラン
ティア活動に取り組まれています。

利用者様とも積極的に交流をされています。利用者様とも積極的に交流をされています。利用者様とも積極的に交流をされています。御所サロンの皆さんと楽しい時間を過ごしています。御所サロンの皆さんと楽しい時間を過ごしています。御所サロンの皆さんと楽しい時間を過ごしています。

公民館で体操を指導しながら、笑い（笑顔）を届けています。公民館で体操を指導しながら、笑い（笑顔）を届けています。公民館で体操を指導しながら、笑い（笑顔）を届けています。植村さんの目配り・気配りで楽しいサロンが行われています。植村さんの目配り・気配りで楽しいサロンが行われています。植村さんの目配り・気配りで楽しいサロンが行われています。

なが　さか　　り　　え　　こ くぼ　た　　よし　こ

植村 詔子 様
うえ　むら　　あき　こ え　がお たい

１2 次号へ
つづく

長

石

窪

一
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善意の寄付・寄贈の御礼 皆さまからお寄せいただいた寄付・寄贈は笛吹市の福祉のために活用され

ています。皆さまの温かいご協力ありがとうございます。

※順不同になります。4月~6月。

竹内稔 様 [石和]
▲  100,000円

ボランティアグループ“まっ黒駒”様 [御坂]
▲  生地　約64kg

澤登昭胤 様 [石和]
▲  イタリア製6人掛けソファ一式

いきいき活動囲碁 様 [春日居]
▲  壁掛け時計1台

　山梨県共同募金会笛吹市支会では、熊本地震で被害を受けられた被災者を支援するため、
４月15日から義援金を受け付けています。
　これまで当支会で受け付けた義援金の金額は１６２，６０８円となっており、
内訳は下記のとおりです。

　当支会で受け付けた義援金は、熊本県、日本赤十字社熊本県支部、熊本県共同募金会等
で構成される義援金配分委員会を通じて、被災者に届きます。

１２，４２２円
３０，０００円
１２０，１８６円

◎笛吹市御坂町親和会連合会 様
◎匿名希望２名 様
◎笛吹市社会福祉協議会職員一同 

平成28年 熊本地震義援金 皆様の温かいご支援ご協力に感謝申し上げます。

（６月１７日現在）

●地域福祉の推進のために ●春日居福祉会館利用者のために
笛吹市立八代小学校 様 [八代]
▲  タオル200枚・石鹸200個

株式会社エル昭和 様 [境川]
▲  西川ムアツクッション3枚

境川手芸ボランティアの会 様 [境川]
▲  座布団カバー・クッションカバー35枚

●デイサービス利用者のために

笛吹ロータリークラブ 様 [市内全域]
▲  プランター30基
　　花苗150株

「花さかじいさん」事業の様子は
こちらから

●「花さかじいさん」事業のために

「熱中症予防啓発活動」については
　　こちらから

株式会社大塚製薬工場OS-1事業部 様 [東京都]
▲  経口補水液OS-1　500mlペットボトル×408本
▲  経口補水液OS-1ゼリー　200g×510個

●熱中症予防啓発活動のために

受付場所や税制上
の取り扱い等につ
いてはホームペー
ジをご覧下さい。

義援金受付期間は
平成２９年３月３１日
まで延長されましたので、
引き続き皆様の温かい
ご支援ご協力を

よろしくお願いします。
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第２回２第２回

チャリティーゴルフに参加し地域福祉に協力しよう！チャリティーゴルフに参加し地域福祉に協力しよう！

笛吹市社会福祉チャリティーゴルフ大会笛吹市社会福祉チャリティーゴルフ大会笛笛吹市社会福祉チャリティーゴルフ大会笛吹市社会福祉チャリティーゴルフ大会

＜参加人数＞ 40 組 160 名（予定）
＜申込期日＞ 8 月10 日（水）※定員になり次第締め切ります。

＜申込方法＞ 後日配布するチラシ裏面の申込書に必要事項を記載し、 事務局まで FAX または持ち込み。

＜事　務　局＞ 〒406-0822 笛吹市八代町南９１７　ＴＥＬ： 055-265-5182　　FAX ： 055-265-5183
笛吹市社会福祉協議会　総務課

18 ホールズストロークプレイ（ローカルルール
適用）ぺリア方式で同ネットは年齢上位者が上
位の順位となる。スタートはショットガン方式。
なお、６番ホールをチャリティー募金ホールと
し、ワンオンしなかった場合は 1,000円の募金
をしていただきます。

ルール

※大会に関するお問合せ等は事務局までお願いいたします。
※ご協賛金 ・ ご協賛品の受付をしております。 ご協賛頂きました金品に関しましては、
　　大会参加者様への賞品としてご使用させて頂きます。 御協力をよろしくお願いいたします。

●開催日●開催日●開催日

●会　　場●会　　場●会　　場

９月７日（水）９月７日（水）９月７日（水）
境川カントリー倶楽部境川カントリー倶楽部境川カントリー倶楽部

●主　　催●主　　催●主　　催 第２回笛吹市社会福祉チャリティーゴルフ大会実行委員会第２回笛吹市社会福祉チャリティーゴルフ大会実行委員会第２回笛吹市社会福祉チャリティーゴルフ大会実行委員会

●参 加 費●参 加 費●参 加 費 3,000円3,000円3,000円

●プレイ費●プレイ費●プレイ費 各自精算各自精算各自精算

( パーティー代、 賞品代、 チャリティー募金を含む）( パーティー代、 賞品代、 チャリティー募金を含む）( パーティー代、 賞品代、 チャリティー募金を含む）



ふえふき通信　8月号 　～障がいがありながら市内で暮らす方を支えます。～

～
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
～「
ふ
え
ふ
き
通
信
」

　　

今
回
は
、今
年
の
5
月
よ
り
新
し
く
始
め
た「
個
別
活
動
日
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
！

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
は
、
皆
で
行
な
う
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
で
す
。し
か
し
障
が
い
の
特
性
か
ら
、「
人
が
多
い

と
疲
れ
る
」「
2
時
間
も
い
る
の
は
大
変
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
「
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
」「
少
し
の
時
間
で
も
外
出
で
き
る
よ
う
に
」作
っ
た
の
が「
個
別
活
動
日
」で
す
。

で
は
、始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
A
さ
ん
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　
４
月
に
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職

員
の
デ
ス
ク
の
配
置
換
え
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
と
き
に
床
に
カ
バ
ー

で
貼
っ
て
あ
っ
た
配
線
を
外
し
、
天

井
か
ら
吊
る
し
ま
し
た
。「
な
ぜ
こ

ん
な
面
倒
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ

う
…
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
は
理
由
が
あ
っ
た
の
で
す
。今
年

４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差

別
解
消
法
に
関
係
し
て
い
た
の
で

す
！！

　　

配
線
の
カ
バ
ー
は
わ
ず
か
な
段

差
で
す
が
、
超
え
る
こ
と
が
難
し
い

方
も
い
ま
す
。
車
い
す
で
は
３
㎝
程

度
の
段
差
で
も
前
に
進
め
な
く
な

り
ま
す
し
、
障
が
い
が
な
い
人
で
も

つ
ま
ず
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
。配
線

の
カ
バ
ー
は
、
障
が
い
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
障
壁
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
し
た
。支
援
セ
ン
タ
ー
に

来
所
さ
れ
る
全
て
の
方
が
不
自
由

な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち

は
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
合
理

的
配
慮
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。全
て
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
装
す

　
こ
の
法
律
は
行
政
機
関
や
民
間
事

業
者
が
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
」
を
な
く
し
、
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
す
べ
て
の
人
が
お
互
い

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら

と
も
に
生
き
て
い
く
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
個
別
活
動
日
」つ
く
り
ま
し
た
！

『
身
近
に
で
き
る
合
理
的
配
慮
』

奈緒と慶レポート奈緒と慶レポート奈緒と慶レポート奈緒と慶レポート

る
な
ど
大
掛
か
り
な
こ
と
を
し
な
く

て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
付
き
と
工

夫
で
障
壁
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

す
。合
理
的
配
慮
っ
て
聞
く
と
難
し

く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自

分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

～
個
別
活
動
日
に
A
さ
ん
を
誘
い
ま
し
た
～

～
個
別
活
動
初
日
に
、A
さ
ん
は
頑
張
っ
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
ま
し
た
～

～
そ
し
て
そ
れ
が
毎
週
続
き
、Ａ
さ
ん
は
徐
々
に
表
情
も
柔
ら
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
～

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
？

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

　　　　　　　　　　
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

次
は
も
っ
と
楽
し
く
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
た
い
な
。

他
の
人
と
会
話
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
楽
し
く
な
る
か
な
。

個
別
活
動
日
で
練
習
し
よ
う
か
な
。も
っ
と
日
中
活
動
に
参
加

で
き
る
と
い
い
な
。家
に
い
る
の
が
退
屈
に
感
じ
て
き
た
ぞ
。

⑥

な
ん
か
最
近
頑
張
っ
て
る
な
。ゆ
っ
く
り
頑
張
れ
ば
い
い
よ
ね
。

た
ま
に
疲
れ
ち
ゃ
う
け
ど
、ま
た
個
別
活
動
日
行
け
ば
大
丈
夫
か
な
。

～
家
事
教
室
に
も
農
作
業
に
も
挑
戦
し
て
み
た
A
さ
ん
は
、途
中
で
帰
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、人
が
た
く
さ
ん
来
た
日
に
も
最
後
ま
で

居
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！
～

⑤

毎
週
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
け
て
る
…

他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
行
け
る
か
な
…
行
っ
て
み
よ
う
か
な
。

④

緊
張
し
た
な
。何
話
せ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

色
々
話
し
て
た
ら
30
分
も
経
っ
て
た
な
。来
週
も
行
こ
う
か
な
。

③

個
別
活
動
日
な
ん
て
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
。職
員
と
一
対
一
か
…

緊
張
す
る
な
…
で
も
10
分
で
も
い
い
な
ら
行
っ
て
み
よ
う
か
な
…

②

家
で
タ
バ
コ
吸
っ
て
る
毎
日
で
い
い
の
か
な
…

日
中
活
動
の
場
が
ほ
し
い
な
…
で
も
、人
と
会
う
の
が
ス
ト
レ
ス
…

前
は
5
分
し
か
支
援
セ
ン
タ
ー
に
い
れ
な
か
っ
た
し
…
自
信
な
い
な
ぁ
。①

Ａ
さ
ん

レポート
ｂｙ　慶

文化展出品予定のＡさんの作品

ＢｅｆｏｒｅＢｅｆｏｒｅＢｅｆｏｒｅ

ＡｆｔｅｒＡｆｔｅｒＡｆｔｅｒ

ＡｆｔｅｒＡｆｔｅｒＡｆｔｅｒ

　　

今
A
さ
ん
は
と
て
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
A
さ

ん
の
ペ
ー
ス
で
A
さ
ん
の

思
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
の
個
別
活
動
日
。こ
の

よ
う
に
、
ま
だ
出
来
た
ば

か
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

の
で
、
皆
様
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
一
人
で
も
多

く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
調
整
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

レポート
ｂｙ　奈緒

ＢｅｆｏｒｅＢｅｆｏｒｅＢｅｆｏｒｅ

配線を天井から
吊るしました！

４
月
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
た

出
ッ
所
奈
緒
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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